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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツを送信する方法であって、
　ソース・シーンを、関心領域部分および非関心領域部分にセグメント化することと、
　前記非関心領域部分を、前記非関心領域部分の、複数の低品質バージョンへサブ・サン
プリングすることと、
　前記関心領域部分と、前記非関心領域部分の、前記複数の低品質バージョンのおのおの
とを、複数のディスクリプションに符号化することと、
　前記関心領域部分は、前記ソース・シーンと比べてフル解像度またはより低い解像度で
符号化され、前記非関心領域部分の前記複数の低品質バージョンは、前記関心領域部分の
前記解像度と比べて等しい解像度またはより低い解像度で符号化され、前記関心領域部分
および前記非関心領域部分の前記複数の低品質バージョンのおのおのは、前記複数のディ
スクリプションのそれぞれのディスクリプションに個別に符号化され、
　個別のディスクリプションとして前記符号化された複数のディスクリプションを、結合
せずに、通信媒体を介して送信することと、を備える方法。
【請求項２】
　関心メトリック評価にしたがって、前記ソース・シーンの、関心領域部分を識別するこ
と、をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記関心メトリック評価は、前記ソース・シーンにおける画像オブジェクトの移動また
は画像テクスチャに対応する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記符号化することは、前記関心領域部分から、複数のスライスを生成することを備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ソース・シーンは複数のフレームを備え、
　前記複数のスライスのおのおのは、前記ソース・シーンからのフレームのフラクション
を備える、請求項４に記載の方法。
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【請求項６】
　前記フラクションは１／２であり、
　前記複数のスライスは、交互するフレームのケイデンスを備える、請求項５に記載の方
法。
【請求項７】
　前記符号化することは、前記非関心領域部分の、前記複数の低品質バージョンのおのお
のから、複数のスライスを生成することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ソース・シーンは、複数のフレームを備え、
　前記複数のスライスのおのおのは、前記ソース・シーンからのフレームのフラクション
を備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　コンテンツを送信する装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに接続されたメモリと、
　前記プロセッサに接続された送信機とを備え、
　前記プロセッサは、
　　ソース・シーンを、関心領域部分と、非関心領域部分とにセグメント化し、
　　前記非関心領域部分を、前記非関心領域部分の複数の低品質バージョンへサブ・サン
プルし、
　　前記関心領域部分と、前記非関心領域部分の、前記複数の低品質バージョンのおのお
のとを、複数のディスクリプションへ符号化し、前記関心領域部分は、前記ソース・シー
ンと比べてフル解像度またはより低い解像度で符号化され、前記非関心領域部分の前記複
数の低品質バージョンは、前記関心領域部分の前記解像度と比べて等しい解像度またはよ
り低い解像度で符号化され、前記関心領域部分および前記非関心領域部分の前記複数の低
品質バージョンのおのおのは、前記複数のディスクリプションのそれぞれのディスクリプ
ションに個別に符号化され、
　　前記送信機を用いて、個別のディスクリプションとして前記符号化された複数のディ
スクリプションを、結合することなく、通信媒体を介して送信するように構成された、装
置。
【請求項１０】
　前記プロセッサはさらに、前記ソース・シーンの前記関心領域部分を、関心メトリック
評価にしたがって識別するように構成された、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記関心メトリック評価は、前記ソース・シーンにおける画像オブジェクトの移動また
は画像テクスチャに対応する、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記符号化することは、前記関心領域部分から、複数のスライスを生成することを備え
る、請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ソース・シーンは、複数のフレームを備え、
　前記複数のスライスのおのおのは、前記ソース・シーンからのフレームのフラクション
を備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記フラクションは１／２であり、
　前記複数のスライスは、交互するフレームのケイデンスを備える、請求項１３に記載の
装置。
【請求項１５】
　前記符号化することは、前記非関心領域部分の、前記複数の低品質バージョンのおのお
のから、複数のスライスを生成することを備える、請求項９に記載の装置。
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【請求項１６】
　前記ソース・シーンは、複数のフレームを備え、
　前記複数のスライスのおのおのは、前記ソース・シーンからのフレームのフラクション
を備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　コンピュータ実行可能なコードを格納する非一時的コンピュータ読取可能な記録媒体で
あって、
　ソース・シーンを、関心領域部分および非関心領域部分にセグメント化するためのコー
ドと、
　前記非関心領域部分を、前記非関心領域部分の、複数の低品質バージョンへサブ・サン
プリングするためのコードと、
　前記１つの関心領域部分と、前記非関心領域部分の、前記複数の低品質バージョンとを
、複数のディスクリプションに符号化することと、前記関心領域部分は、前記ソース・シ
ーンと比べてフル解像度またはより低い解像度で符号化され、前記非関心領域部分の前記
複数の低品質バージョンは、前記関心領域部分の前記解像度と比べて等しい解像度または
より低い解像度で符号化され、前記関心領域部分および前記非関心領域部分の前記複数の
低品質バージョンのおのおのは、前記複数のディスクリプションのそれぞれのディスクリ
プションに個別に符号化され、
　個別のディスクリプションとして前記符号化された複数のディスクリプションを、結合
せずに、通信媒体を介して送信するためのコードと、を備える非一時的コンピュータ読取
可能な記録媒体。
【請求項１８】
　関心メトリック評価にしたがって、前記ソース・シーンの、前記関心領域部分を識別す
るためのコードをさらに備える、請求項１７に記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項１９】
　前記関心メトリック評価は、前記ソース・シーンにおける画像オブジェクトの移動また
は画像テクスチャに対応する、請求項１８に記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項２０】
　前記符号化するためのコードは、前記関心領域部分から、複数のスライスを生成するた
めのコードを備える、請求項１７に記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項２１】
　前記ソース・シーンは、複数のフレームを備え、
　前記複数のスライスのおのおのは、前記ソース・シーンからのフレームのフラクション
を備える、請求項１９に記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項２２】
　前記フラクションは１／２であり、
　前記複数のスライスは、交互するフレームのケイデンスを備える、請求項２０に記載の
コンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項２３】
　前記符号化するためのコードは、前記非関心領域部分の、前記複数の低品質バージョン
のおのおのから、複数のスライスを生成するためのコードを備える、請求項１７に記載の
コンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項２４】
　前記ソース・シーンは、複数のフレームを備え、
　前記複数のスライスのおのおのは、前記ソース・シーンからのフレームのフラクション
を備える、請求項２２に記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項２５】
　コンテンツを送信する装置であって、
　ソース・シーンを、関心領域部分と、非関心領域部分とにセグメント化する手段と、
　前記非関心領域部分を、前記非関心領域部分の、複数の低品質バージョンへサブ・サン
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プリングする手段と、
　前記関心領域部分と、前記非関心領域部分の、前記複数の低品質バージョンのおのおの
とを、複数のディスクリプションに符号化する手段と、前記関心領域部分は、前記ソース
・シーンと比べてフル解像度またはより低い解像度で符号化され、前記非関心領域部分の
前記複数の低品質バージョンは、前記関心領域部分の前記解像度と比べて等しい解像度ま
たはより低い解像度で符号化され、前記関心領域部分および前記非関心領域部分の前記複
数の低品質バージョンのおのおのは、前記複数のディスクリプションのそれぞれのディス
クリプションに個別に符号化され、
　個別のディスクリプションとして前記符号化された複数のディスクリプションを、結合
することなく、通信媒体を介して送信する手段と、を備える装置。
【請求項２６】
　関心メトリック評価にしたがって、前記ソース・シーンの、前記関心領域部分を識別す
る手段、をさらに備える請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記関心メトリック評価は、前記ソース・シーンにおける画像オブジェクトの移動また
は画像テクスチャに対応する、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記符号化する手段は、前記関心領域部分から複数のスライスを生成する手段を備える
、請求２５に記載の装置。
【請求項２９】
　前記ソース・シーンは、複数のフレームを備え、
　前記複数のスライスのおのおのは、前記ソース・シーンからのフレームのフラクション
を備える、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記フラクションは１／２であり、
　前記複数のスライスは、交互するフレームのケイデンスを備える、請求項２９に記載の
装置。
【請求項３１】
　前記符号化する手段は、前記少なくとも１つの非関心領域部分の、前記複数の低品質バ
ージョンのおのおのから、複数のスライスを生成する手段を備える、請求項２５に記載の
装置。
【請求項３２】
　前記ソース・シーンは、複数のフレームを備え、
　前記複数のスライスのおのおのは、前記ソース・シーンからのフレームのフラクション
を備える、請求項３１に記載の装置。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６３】
　前述の記載は、いかなる当業者であっても、ここで開示されたさまざまな態様を実現で
きるように提供される。これらの態様に対するさまざまな変形例は、当業者に容易に明ら
かになり、本明細書に定義された一般的な原理は、他の態様にも適用可能である。したが
って、特許請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されず、請求項の文言と首尾一
貫したすべての範囲が与えられることが意図されており、ここで、単数形による要素への
参照は、もしも明確に述べられていないのであれば、「１および１のみ」を意味するので
はなく、「１または複数」を意味することが意図されている。特に明記されていない限り
、用語「いくつか」は、１または複数を称する。当業者に周知であるか、または、後に周
知になるべき本開示を通じて記載されたさまざまな態様の要素に対するすべての構造的お
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よび機能的な等価物が、参照によって本明細書に明確に組み込まれており、請求項に含め
られていると意図される。さらに、本明細書で開示されたいずれも、このような開示が請
求項において明示的に述べられているかに関わらず、公衆に対して放棄されたものとは意
図されていない。これら請求項要素が、「～する手段」という文言を用いて明確に記載さ
れていないのであれば、あるいは、方法請求項の場合に、「～するステップ」という文言
を用いて記載されていないのであれば、いずれの請求項要素も、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ第１１２
条第６パラグラフの下で解釈されるべきではない。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　コンテンツを送信する方法であって、
　ソース・シーンを、少なくとも１つの関心領域部分および少なくとも１つの非関心領域
部分にセグメント化することと、
　前記少なくとも１つの非関心領域部分を、前記少なくとも１つの非関心領域部分のおの
おのの、複数の低品質バージョンへサブ・サンプリングすることと、
　前記少なくとも１つの関心領域部分と、前記少なくとも１つの非関心領域部分の、前記
複数の低品質バージョンとを、複数のディスクリプションに符号化することと、
　前記複数のディスクリプションを通信媒体を介して送信することと、を備える方法。
［Ｃ２］
　関心メトリック評価にしたがって、前記ソース・シーンの、前記少なくとも１つの関心
領域部分を識別すること、をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記関心メトリック評価は、前記ソース・シーンにおける画像オブジェクトの移動また
は画像テクスチャのうちの少なくとも１つに対応する、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記符号化することは、前記関心領域部分から、複数のスライスを生成することを備え
る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記ソース・シーンは複数のフレームを備え、
　前記複数のスライスのおのおのは、前記ソース・シーンからのフレームのフラクション
を備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記フラクションは１／２であり、
　前記複数のスライスは、交互するフレームのケイデンスを備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記符号化することは、前記少なくとも１つの非関心領域部分の、前記複数の低品質バ
ージョンのおのおのから、複数のスライスを生成することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ソース・シーンは、複数のフレームを備え、
　前記複数のスライスのおのおのは、前記ソース・シーンからのフレームのフラクション
を備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　コンテンツを受信する方法であって、
　シーンの関心領域部分に対応する第１のディスクリプションを受信することと、
　前記シーンの、サブ・サンプルされた非関心領域部分に対応する第２のディスクリプシ
ョンを受信することと、
　前記ディスクリプションのうちの少なくとも１つを復号することと、
　前記復号されたディスクリプションを結合して、出力シーンを生成することと、を備え
る方法。
［Ｃ１０］
　前記シーンの関心領域部分、または、前記シーンの、前記サブ・サンプルされた非関心
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領域部分のうちの少なくとも１つに対応する第３のディスクリプションを受信することを
さらに備え、
　前記結合することは、前記受信したディスクリプションの結合すべき部分を、前記受信
したディスクリプションの品質にしたがって選択することを備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記選択することは、どのディスクリプションが最高品質の解像度を有するかに基づい
て、前記第３のディスクリプションか、前記第１のディスクリプションまたは前記第２の
ディスクリプションか、を選択することをさらに備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第３のディスクリプションは、前記シーンの関心領域部分に対応し、
　前記第３のディスクリプションは、前記第１のディスクリプションとは別の方式で符号
化される、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記結合することは、前記第１のディスクリプションおよび前記第３のディスクリプシ
ョンからのフレームをマージし、前記シーンの非関心領域部分のために、増加されたフレ
ーム・レートを提供することを備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記第３のディスクリプションは、前記シーンの、前記サブ・サンプルされた非関心領
域部分に対応し、
　前記結合することは、前記第２のディスクリプションおよび前記第３のディスクリプシ
ョンの画素をマージし、前記シーンの非関心領域部分に、増加された解像度を提供するこ
とを備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記第３のディスクリプションは、前記シーンの、前記サブ・サンプルされた非関心領
域部分に対応し、
　前記結合することは、前記第２のディスクリプションおよび前記第３のディスクリプシ
ョンからのフレームをマージし、前記シーンの非関心領域部分のために、増加されたフレ
ーム・レートを提供することを備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１６］
　コンテンツを送信する装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに接続されたメモリと、
　前記プロセッサに接続された送信機とを備え、
　前記プロセッサは、
　　ソース・シーンを、少なくとも１つの関心領域部分と、少なくとも１つの非関心領域
部分とにセグメント化し、
　　前記少なくとも１つの非関心領域部分を、前記少なくとも１つの非関心領域部分のお
のおのの、複数の低品質バージョンへサブ・サンプルし、
　　前記少なくとも１つの関心領域部分と、前記少なくとも１つの非関心領域部分の、前
記複数の低品質バージョンとを、複数のディスクリプションへ符号化し、
　　前記送信機を用いて、前記複数のディスクリプションを通信媒体を介して送信するよ
うに構成された、装置。
［Ｃ１７］
　前記プロセッサはさらに、前記ソース・シーンの少なくとも１つの関心領域部分を、関
心メトリック評価にしたがって識別するように構成された、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記関心メトリック評価は、前記ソース・シーンにおける画像オブジェクトの移動また
は画像テクスチャのうちの少なくとも１つに対応する、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記符号化することは、前記関心領域部分から、複数のスライスを生成することを備え
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る、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記ソース・シーンは、複数のフレームを備え、
　前記複数のスライスのおのおのは、前記ソース・シーンからのフレームのフラクション
を備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記フラクションは１／２であり、
　前記複数のスライスは、交互するフレームのケイデンスを備える、Ｃ２０に記載の装置
。
［Ｃ２２］
　前記符号化することは、前記少なくとも１つの非関心領域部分の、前記複数の低品質バ
ージョンのおのおのから、複数のスライスを生成することを備える、Ｃ１６に記載の装置
。
［Ｃ２３］
　前記ソース・シーンは、複数のフレームを備え、
　前記複数のスライスのおのおのは、前記ソース・シーンからのフレームのフラクション
を備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　コンテンツを受信する装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに接続されたメモリと、
　前記プロセッサに接続された受信機とを備え、
　前記プロセッサは、
　　シーンの関心領域部分に対応する第１のディスクリプションを、前記受信機を用いて
受信し、
　　前記シーンの、サブ・サンプルされた非関心領域部分に対応する第２のディスクリプ
ションを、前記受信機を用いて受信し、
　　これらディスクリプションのうちの少なくとも１つを復号し、
　　前記復号されたディスクリプションを結合して、出力シーンを生成するように構成さ
れた、装置。
［Ｃ２５］
　前記プロセッサはさらに、前記シーンの関心領域部分、または、前記シーンの、前記サ
ブ・サンプルされた非関心領域部分のうちの少なくとも１つに対応する第３のディスクリ
プションを受信するように構成され、
　前記結合することは、前記受信したディスクリプションの結合すべき部分を、前記受信
したディスクリプションの品質にしたがって選択することを備える、Ｃ２４に記載の装置
。
［Ｃ２６］
　前記選択することは、どのディスクリプションが最高品質の解像度を有するかに基づい
て、前記第３のディスクリプションか、前記第１のディスクリプションまたは前記第２の
ディスクリプションか、を選択することを備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記第３のディスクリプションは、前記シーンの関心領域部分に対応し、
　前記第３のディスクリプションは、前記第１のディスクリプションとは別の方式で符号
化される、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記結合することは、前記第１のディスクリプションおよび前記第３のディスクリプシ
ョンからのフレームをマージし、前記シーンの非関心領域部分のために、増加されたフレ
ーム・レートを提供することを備える、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
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　前記第３のディスクリプションは、前記シーンの、前記サブ・サンプルされた非関心領
域部分に対応し、
　前記結合することは、前記第２のディスクリプションおよび前記第３のディスクリプシ
ョンの画素をマージし、前記シーンの非関心領域部分に、増加された解像度を提供するこ
とを備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記第３のディスクリプションは、前記シーンの、前記サブ・サンプルされた非関心領
域部分に対応し、
　前記第２のディスクリプションおよび前記第３のディスクリプションからのフレームを
マージし、前記シーンの非関心領域部分のために、増加されたフレーム・レートを提供す
ることを備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３１］
　コンピュータ・プログラム製品であって、
　ソース・シーンを、少なくとも１つの関心領域部分および少なくとも１つの非関心領域
部分にセグメント化することと、
　前記少なくとも１つの非関心領域部分を、前記少なくとも１つの非関心領域部分のおの
おのの、複数の低品質バージョンへサブ・サンプリングすることと、
　前記少なくとも１つの関心領域部分と、前記少なくとも１つの非関心領域部分の、前記
複数の低品質バージョンとを、複数のディスクリプションに符号化することと、
　前記複数のディスクリプションを通信媒体を介して送信することと、のためのコードを
備えるコンピュータ読取可能な媒体、を備えるコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ３２］
　前記コンピュータ読取可能な媒体はさらに、関心メトリック評価にしたがって、前記ソ
ース・シーンの、前記少なくとも１つの関心領域部分を識別するためのコードを備える、
Ｃ３１に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ３３］
　前記関心メトリック評価は、前記ソース・シーンにおける画像オブジェクトの移動また
は画像テクスチャのうちの少なくとも１つに対応する、Ｃ３２に記載のコンピュータ・プ
ログラム製品。
［Ｃ３４］
　前記符号化するためのコードは、前記関心領域部分から、複数のスライスを生成するた
めのコードを備える、Ｃ３１に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ３５］
　前記ソース・シーンは、複数のフレームを備え、
　前記複数のスライスのおのおのは、前記ソース・シーンからのフレームのフラクション
を備える、Ｃ３３に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ３６］
　前記フラクションは１／２であり、
　前記複数のスライスは、交互するフレームのケイデンスを備える、Ｃ３４に記載のコン
ピュータ・プログラム製品。
［Ｃ３７］
　前記符号化するためのコードは、前記少なくとも１つの非関心領域部分の、前記複数の
低品質バージョンのおのおのから、複数のスライスを生成するためのコードを備える、Ｃ
３１に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ３８］
　前記ソース・シーンは、複数のフレームを備え、
　前記複数のスライスのおのおのは、前記ソース・シーンからのフレームのフラクション
を備える、Ｃ３６に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ３９］
　コンピュータ・プログラム製品であって、
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　シーンの関心領域部分に対応する第１のディスクリプションを、前記受信機を用いて受
信することと、
　前記シーンの、サブ・サンプルされた非関心領域部分に対応する第２のディスクリプシ
ョンを受信することと、
　これらディスクリプションのうちの少なくとも１つを復号することと、
　前記復号されたディスクリプションを結合して、出力シーンを生成することと、ための
コードを備えるコンピュータ読取可能な媒体、を備えるコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４０］
　前記コンピュータ読取可能な媒体はさらに、前記シーンの関心領域部分、または、前記
シーンの、前記サブ・サンプルされた非関心領域部分のうちの少なくとも１つに対応する
第３のディスクリプションを受信するためのコードを備え、
　前記結合するためのコードは、前記受信したディスクリプションの結合すべき部分を、
前記受信したディスクリプションの品質にしたがって選択するためのコードを備える、Ｃ
３９に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４１］
　前記選択するためのコードは、どのディスクリプションが最高品質の解像度を有するか
に基づいて、前記第３のディスクリプションか、前記第１のディスクリプションまたは前
記第２のディスクリプションか、を選択するためのコードを備える、Ｃ４０に記載のコン
ピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４２］
　前記第３のディスクリプションは、前記シーンの関心領域部分に対応し、
　前記第３のディスクリプションは、前記第１のディスクリプションとは別の方式で符号
化される、Ｃ４０に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４３］
　前記結合するためのコードは、前記第１のディスクリプションおよび前記第３のディス
クリプションからのフレームをマージし、前記シーンの非関心領域部分のために、増加さ
れたフレーム・レートを提供するためのコードを備える、Ｃ４２に記載のコンピュータ・
プログラム製品。
［Ｃ４４］
　前記第３のディスクリプションは、前記シーンの、前記サブ・サンプルされた非関心領
域部分に対応し、
　前記結合するためのコードは、前記第２のディスクリプションおよび前記第３のディス
クリプションの画素をマージし、前記シーンの非関心領域部分に、増加された解像度を提
供するためのコードを備える、Ｃ４０に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ４５］
　前記第３のディスクリプションは、前記シーンの、前記サブ・サンプルされた非関心領
域部分に対応し、
　前記結合するためのコードは、前記第２のディスクリプションおよび前記第３のディス
クリプションからのフレームをマージし、前記シーンの非関心領域部分のために、増加さ
れたフレーム・レートを提供するためのコードを備える、Ｃ４０に記載のコンピュータ・
プログラム製品。
［Ｃ４６］
　コンテンツを送信する装置であって、
　ソース・シーンを、少なくとも１つの関心領域部分と、少なくとも１つの非関心領域部
分とにセグメント化する手段と、
　前記少なくとも１つの非関心領域部分を、前記少なくとも１つの非関心領域部分のおの
おのの、複数の低品質バージョンへサブ・サンプリングする手段と、
　前記少なくとも１つの関心領域部分と、前記少なくとも１つの非関心領域部分の、前記
複数の低品質バージョンとを、複数のディスクリプションに符号化する手段と、
　前記複数のディスクリプションを通信媒体を介して送信する手段と、を備える装置。



(10) JP 2014-519773 A5 2015.8.6

［Ｃ４７］
　関心メトリック評価にしたがって、前記ソース・シーンの、前記少なくとも１つの関心
領域部分を識別する手段、をさらに備えるＣ４６に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記関心メトリック評価は、前記ソース・シーンにおける画像オブジェクトの移動また
は画像テクスチャのうちの少なくとも１つに対応する、Ｃ４７に記載の装置。
［Ｃ４９］
　前記符号化する手段は、前記関心領域部分から複数のスライスを生成する手段を備える
、Ｃ４６に記載の装置。
［Ｃ５０］
　前記ソース・シーンは、複数のフレームを備え、
　前記複数のスライスのおのおのは、前記ソース・シーンからのフレームのフラクション
を備える、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５１］
　前記フラクションは１／２であり、
　前記複数のスライスは、交互するフレームのケイデンスを備える、Ｃ５０に記載の装置
。
［Ｃ５２］
　前記符号化する手段は、前記少なくとも１つの非関心領域部分の、前記複数の低品質バ
ージョンのおのおのから、複数のスライスを生成する手段を備える、Ｃ４６に記載の装置
。
［Ｃ５３］
　前記ソース・シーンは、複数のフレームを備え、
　前記複数のスライスのおのおのは、前記ソース・シーンからのフレームのフラクション
を備える、Ｃ５２に記載の装置。
［Ｃ５４］
　コンテンツを受信する装置であって、
　シーンの関心領域部分に対応する第１のディスクリプションを受信する手段と、
　前記シーンの、サブ・サンプルされた非関心領域部分に対応する第２のディスクリプシ
ョンを受信する手段と、
　これらディスクリプションのうちの少なくとも１つを復号する手段と、
　前記復号されたディスクリプションを結合して、出力シーンを生成する手段と、を備え
る装置。
［Ｃ５５］
　前記シーンの関心領域部分、または、前記シーンの、前記サブ・サンプルされた非関心
領域部分のうちの少なくとも１つに対応する第３のディスクリプションを受信する手段を
さらに備え、
　前記結合する手段は、前記受信したディスクリプションの結合すべき部分を、前記受信
したディスクリプションの品質にしたがって選択する手段を備える、Ｃ５４に記載の装置
。
［Ｃ５６］
　前記選択する手段は、どのディスクリプションが最高品質の解像度を有するかに基づい
て、前記第３のディスクリプションか、前記第１のディスクリプションまたは前記第２の
ディスクリプションか、を選択する手段を備える、Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ５７］
　前記第３のディスクリプションは、前記シーンの関心領域部分に対応し、
　前記第３のディスクリプションは、前記第１のディスクリプションとは別の方式で符号
化される、Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ５８］
　前記結合する手段は、前記第１のディスクリプションおよび前記第３のディスクリプシ
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ョンからのフレームをマージし、前記シーンの非関心領域部分のために、増加されたフレ
ーム・レートを提供する手段を備える、Ｃ５７に記載の装置。
［Ｃ５９］
　前記第３のディスクリプションは、前記シーンの、前記サブ・サンプルされた非関心領
域部分に対応し、
　前記結合する手段は、前記第２のディスクリプションおよび前記第３のディスクリプシ
ョンの画素をマージし、前記シーンの非関心領域部分に、増加された解像度を提供する手
段を備える、Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ６０］
　前記第３のディスクリプションは、前記シーンの、前記サブ・サンプルされた非関心領
域部分に対応し、
　前記結合する手段は、前記第２のディスクリプションおよび前記第３のディスクリプシ
ョンからのフレームをマージし、前記シーンの非関心領域部分のために、増加されたフレ
ーム・レートを提供する手段を備える、Ｃ５５に記載の装置。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　ストリーミング・コンテンツをアグリゲータへ送信するために、マルチ・ディスクリプ
ション・コーディング（ＭＤＣ）を利用する装置、システム、および方法。本開示のある
態様は、マクロブロック（ＭＢ）ベースのＭＤＣを利用する。ここでは、複数のディスク
リプションが、関心領域（ＲＯＩ：region of interest）ダイバーシティ、解像度ダイバ
ーシティ、および／または、フレーム・レート・ダイバーシティに基づきうる。すなわち
、１または複数のディスクリプションは、ＲＯＩを含みうる。また、１または複数のディ
スクリプションは、コンテンツの非ＲＯＩ部分を含みうる。ここでは、画素をスライスに
適切に分配することによって、非ＲＯＩ部分は、サブ・サンプルされ、複数のスライスに
分離されうる。ソース・コンテンツ内の連続したフレームを、交互のまたは連続したケイ
デンスに分配することによって、ＲＯＩスライス（単数または複数）および非ＲＯＩスラ
イス（単数または複数）のうちの一方または両方がさらに複数の部分に分割されうる。こ
れらアルゴリズムを利用して、ＭＢベースのマッピングが、任意のスライス順序付け（Ａ
ＳＩ）を利用する必要なくイネーブルされ、レガシー・システムとの相互運用性が改善さ
れる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　本開示のさらなる態様では、フレーム・レート・ダイバーシティが、ＲＯＩダイバーシ
ティおよび／または解像度ダイバーシティと連携して利用されうる。フレーム・レート・
ダイバーシティは、一般に、ソース・シーンのフレームのフラクションの複数のディスク
リプションのうちの１または複数による伝送を称する。例えば、１対のディスクリプショ
ンが、ソース・フレームの、交互するケイデンスを含みうる。もちろん、ソース・シーン
からのフレームのフラクションは、１／２以外でありうる。そして、任意の適切な数のデ
ィスクリプションが、ソース・シーンのフレームのうちの同じ、または、互いに異なる、
任意の適切な部分を含みうる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
　例では、図７に再び示すように、ＲＯＩ７０４は、ソース・シーン７０２において、前
述されたように識別されうる。ＲＯＩは、エンコーダ７０６によって個別のスライスに分
離されうる。そして、適切なフレーム・レートでディスクリプションへ符号化されうる。
例えば、ＲＯＩにおける最大品質の場合、ＲＯＩディスクリプションが、ソース・シーン
７０２のフレーム・レートに対応するフル・フレーム・レートで符号化されうる。本開示
のいくつかの態様では、おのおのがフルの半分のフレーム・レートを含み、ソース・シー
ン７０２からの交互のフレームのケイデンスを含む、例えば、２つのスライス７０８，７
１０を利用して、ＲＯＩディスクリプションが、フル・フレーム・レート未満で符号化さ
れうる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
　さらに、ソース・シーン７０２の非ＲＯＩ領域（単数または複数）が、前述したように
サブ・サンプルされ、例えば、おのおのがソース・シーン７０２からの画素の１／４を有
する、４つのスライス７１４，７１６，７１８，７２０が生成される。さらに、非ＲＯＩ
スライス７１４，７１６，７１８，７２０はおのおの、ソース・シーンからのフレームの
１／４、または１／２、またはその他任意の適切なフラクションを含んでおり、送信媒体
によって送信された場合、オーバヘッドがさらに低減される。さらに、画素のグループの
うちの１または複数（例えば、第１のスライス７１４）が、ディスクリプションとして送
信されるために、例えば、交互するフレームのケイデンスを含む２つのスライスのような
複数のフレーム・レート・ダイバーシティ・スライスに分割されうる。すなわち、特定の
ディスクリプションは、１つおきのフレームを含む、ハーフ・フレーム・レートにおける
、ソース・シーンの１／４解像度非ＲＯＩ部分でありうる。
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